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第12回全日本ホルスタイン1

　　第4回全日本ジャージー共進1
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１
開
会
式
で
祝
辞
を
述
べ
る
清
水
町
長

り
　
５
年
に
一
度
の
酪
農
の
祭
典
「
と
ち
ぎ
フ
ア
ー
ム
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
５
」
が
、
羽
生
田
地
内
の
県
有
地
に
お
い
て
、

1
1
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
乙
‐
日
間
開
催
さ
れ
、
全
国
か
ら
約
6
8
万
９
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
初
日
の
午
前
９
時
、
メ
イ
ン
グ
ー
ト
前
に
お
い
て
、
福
田
富
一
大
会
会
長
（
栃
木
県
知
事
）
、
清
水
英
世
壬

生
町
長
は
か
関
係
者
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
を
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
ま
た
、
共
進
会
の
開
会
式
が
高
円
窓
妃
殿
下

を
お
迎
え
し
て
開
催
さ
れ
、
清
水
町
長
は
「
壬
生
町
を
会
場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
４
万
町
民

を
代
表
し
て
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
」
と
、
来
賓
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

２



　　　　　　　　　　　　　　■-j-･･････　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　･ ････-j･･I･-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　j･太鐘麿

ﾕ｡

｡

奮

９

鵬　帰艦審奢

義勝＠蜀曇

･

誤盲勿

…………･･ご……

参加

　
大
会
期
間
中
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
来
傷
者
の
み
な
さ
ん
は
、
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
乳
牛
日
本
一
を
決
め
る
共
進
会
や
、

５
つ
の
ゾ
ー
ン
で
繰
り
広
げ
ら
れ
た
各
種
イ
ベ
ン
ド
、
出
店
催
事
な
ど

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
本
町
内
の
幼
稚
園
児
や
農
・
商
業
団
体
ほ
か
、
多
く
の

関
係
団
体
が
協
力
参
加
を
し
、
大
会
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。
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平成17年度上半期

畔の)財政
　　状瀦報告

(平成17年９月30日現在)

　
町
で
は
、
皆
さ
ん
に
町
の
財

政
状
況
を
正
し
く
理
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
納
め
ら
れ

た
税
金
や
国
・
県
支
出
金
が
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
か
を

知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
「
財

政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」

に
基
づ
き
、
年
２
回
（
広
報
壬

生
６
月
・
1
2
月
号
）
財
政
状
況

を
公
表
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、

平
成
1
7
年
度
上
半
期
（
平
成
1
7

年
４
月
１
日
か
ら
９
月
3
0
日
）

の
収
入
と
支
出
の
状
況
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

計
50

56億3,931万9千円（収入率55.0％）

10　　　　　20　　　　　30

収入済額

㎜予算現額

㎜上判JI収入･支出額i5千円

千円

4億2,000万4千円

)3万1千円

8,81

792万8千円

17億9,957万8千円

　　町　　債

　6億5,700万円

　国庫支出金

6億4,190万8千円

　県支出金

　4億9,712万円

　繰　越　金

4億2,000万4千円

地方消費税交付金

　3億4,000万円

　地方譲与税

　3億1,800万円

使用料及び手数料

2億7073万1千円

r

億5,799万8千円　　　　
獣心………………゛1唇

iFﾂ|rや

乃‰　　　　O千円

4ﾚ

。　　　’

畑
億6,18o糾癩　　　　　　　

二

■

1億5,996万円　　　　　　

‾呂諭ﾑ訟示
説言朧言言鸚訟詰嶽呂皿肖　　　　　　　　 886万6千円

1■

5,626万8千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,849万2千円

■|

1

4,564万3千円　　　　　　　　　　　　　

1………………回……　　　　　　　　　　　　　　
1億6,739万9千

IIII

I,469万9千円　　　　　　　
t?21f　　　　　

8,0537
男甲胃■¶

諸支出金
　3千円

　繰　入　金

2億4,010万3千円

災害復旧費

1,150万2千円

　諸　収　入

1億8,877万2千円
予　備　費
1,861万9千円

地方特例交付金
　1ｲ意5996万円

労　働　費
1,873万9千円

分担金及び負担金

1億2,888万9千円

　議　会　費

1億5,418万8千円

自動車取得税交付金

　　　1億円

　商　工　費

3億4,382万8千円

ゴルフ場利用税交付金
　　3,300万円

　農林水産業費
4億3,298万5千円

利子割交付金
　1,500万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｀¨　　’゛｀宍　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消　防費

1,258万7千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2億8,218万7千円　　　　　5億8,626万5千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5゛y、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛　生　費
546万7千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2億9,335万8千円　　　　　9億4,529万2千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　公　債　費

399万6千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4億6,025万4千円　　　　　　　9億6,666万円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教　育　費

224万5千円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5億2,886万7千円　　　　　　　12億1,641万9千円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　務　費

1万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5億9,049万3千円　　　　　　　　12億4,876万5千円

交通安全対策特別交付金

　　　800万円

配当割交付金
　500万円

財産収入
201万6千円

株式等譲渡所得割交付金

　　　　10万円

寄　付　金
　2千円 5万円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,億6,272万6千円

　土　木　費

18億3,024万5千円

8億192万6千円

　民　生　費

24億8,829万4千円

50億　　　　　　40　　　　　　30　　　　　　20　　　　　　　10
歳出千　］

支出済額　35億5,510万3千円（執行率34.6％） 科目と予算額

『
歳
出
の
主
な
内
容

（
活
用
の
さ
れ
方
）
に
つ
い
て
』

●
歳
出
予
算
の
内
容
に
は
、
そ
の
目
的

ご
と
に
款
と
呼
ば
れ
る
区
分
で
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。
主
な
款
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
活
用
さ
れ
て
い
る
か
を
説
明
し

ま
す
。

≒
総
務
費

　
他
の
事
業
・
事
務
の
増
減
に
特
に
関

係
な
く
、
通
常
必
要
と
さ
れ
る
経
費
で
、

本
庁
舎
・
出
先
機
関
等
の
維
持
管
理
に

要
す
る
経
費
や
全
般
的
な
管
理
事
務
、

企
画
調
整
事
務
、
財
政
・
財
務
管
理
に

要
す
る
経
費
等
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

づ
民
生
費

　
住
民
の
一
定
水
準
の
生
活
と
安
定
し

た
社
会
生
活
を
保
障
す
る
の
に
必
要
な

経
費
で
、
具
体
的
に
は
社
会
福
祉
、
身

体
障
害
者
、
高
齢
者
、
児
童
福
祉
及
び

災
害
救
助
関
係
の
経
費
等
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
衛
生
費

　
住
民
が
健
康
で
衛
生
的
な
環
境
を
保

持
す
る
た
め
の
経
費
で
、
健
康
増
進
・

医
療
の
充
実
及
び
環
境
の
保
全
等
に
要

す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
農
林
水
産
業
費

　
農
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種
支

援
・
補
助
や
生
産
基
盤
の
整
備
に
要
す

る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
商
工
費

　
商
工
業
の
振
興
を
図
る
た
め
の
各
種

支
援
及
び
観
光
事
業
等
に
要
す
る
経
費

４
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公共下水道事業

(‰討百二白川

介護保険事業

にに毘／ｏｏ）

老人保健事業

国民健康保険
|゛'1万予算額

|。39億3,913万5千円

iJ収入済額

(執行率)

農業集落排水事業

（雷こ毘レ“９）

奨学資金

予算現額 収入済額

町　民　税 17億5,658万8千円 8億3,462万6千円

固定資産税 21億2,282万1千円 17億5,425万2千円

軽自動車税 5,005万4千円 4,750万5千円

町たばこ税 2億2,290万円 1億1,546万3千円

特別土地保有税 1千円 O千円

都市計画税 2億8,425万7千円 2ｲ意22万7千円

　　・ダ　巨　Z　　　・

6　　

20,925円　43,982円　1,191円　2,895円　　0円‥　5,02{}円

1人当り
7認3”罰閤●四皿皿皿ｎ一一
血

｡’ﾖ!?｡，61,172円128,573円3,482円8,463円　o円　14,675円
１世帯当り
216,365円

５

(平成17年４月１日　人口39,886人　世帯数13,644世帯)

　　　　水道

‘:……収益的収支ﾘ

　■㎜■㎜■■㎜㎜㎜㎜㎜㎜一＝J

　　　収入予算額

　　　収入済額

　　　支出予算額

　　　支出済額

¬

;i…

…

茸本郷劈束JI･

　　　収入予算額

　　　収入済額

　　　支出予算額

　　　支出済額

事業

5億6,591万2千円

2億1,249万9千円

5億1,775万4千円

1億3,518万7千円

　　3億2,425万円

　　2億3,284万円

6億1,518万2千円

3億6,503万4千円

一

一

　資本的収支の収入額が支出額に対して不足(

する額は、損益勘定留保資金等で補てんし

)

　ました。

　■■　　　　　　　　　■㎜㎜　　　㎜■■∩地方債現在高

が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
土
木
費

　
道
路
、
橋
、
公
園
な
ど
の
社
会
資
本

の
整
備
・
維
持
管
理
に
要
す
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

作
教
育
費

　
小
中
学
校
教
育
の
実
施
・
充
実
、
社

会
教
育
・
生
涯
学
習
の
推
進
、
芸
術
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
要
す
る
経

費
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
公
債
費

　
町
債
の
元
金
の
返
済
と
、
利
息
の
支

払
い
に
要
す
る
経
費
が
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
。

町税の内訳
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参言言の回申忠なれ゛－　言言の肩当を忘れずに
Ｉ
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～国保に加入するとき・やめるとき～

　下記の事由などにより加入健康保険の変更が生じた場合は、世帯主による届出が必要です。Eﾛ鑑、身分

証明書（運転免許証等）、壬生町国民健康保険証（同じ世帯でお持ちの場合）と下記の「その他持参する

もの」をご持参し、14日以内に必ず届出てください。なお、届出場所は役場本庁住民課または役場各出張

所です。

　　　　　　【壬生町国民健康保険に加入する場合】

事　　由 その他持参するもの

職場の健康保険を脱退した場合 職場の健康保険喪失証明書

他市町村から転入し、以前の市町村で国保に

加入していた場合

生活保護を受けなくなった場合 保護廃止決定通知書

子どもが生まれた場合 母子健康手帳

【壬生町国民健康保険から脱退する場合】

事　　由 その他持参するもの
職場の健康保険に加入した場合 職場の健康保険証

壬生町から転出する場合

生活保護を受けることになった場合 保護開始通知書

死亡した場合

※上記「その他持参するもの」の他、印鑑、身分証明書（運転免許証等）、壬生町国民健康保険証（同じ

　世帯でお持ちの場合）は必ず持参してください。

※外国人登録をし、１年以上の在留期間を決定された方は国民健康保険に加入できます。

　　ゝ　　　r　　　　　－　　　　　ゝ♂ゝゝ　　♂　　ゝゝ　s /r㎜ゝ♂jJr㎜s♂ゝ♂rゝ'♂%♂♂♂♂rrs'3♂♂ゝs♂♂ゝ㎜♂JJ　ゝ♂sJゝj♂%=%Jsゝrぶj｡‘､y､｀wJ≪s♂♂心ゝ♂ゝ/♂xw♂ゝrゝ3♂♂s､l､､g.｀､.ｽﾞ♂ゝJ♂ゝゝﾝ､､ゞ｀ゝwssゝ♂w♂ゝゝ♂ゝJwwゝゝ/%♂｢　　　　　　　　　　　　J　♂　　　　　　　　　　　　ゝ♂　ゝ♂w　ゝ♂♂♂♂ゝ♂♂♂ゝ♂♂ゝゝ♂J心ゝs♂　ゝ〃　Jゝ♂ゝ♂ゝJ.♂ゝゝ♂r♂心ゝ♂ゝべ♂ゝゝ♂♂ゝゝJ♂r♂ゝぷ､゛｀゛ヾ〃ゝゝ.ヾ､jJヾ､.ゝ.J4゛Wヾヾ｀ヾ゛ゝゝヾ､゛ゝら゛ゝ♂%♂ゝs♂《sゝゝ.
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　　　　　　　　　　　　　　～平成17年度分を随時受付しています～

下記｢対象者｣の全ての項目に該当される方は

、

人間ドック検診・脳ドック検診を受診されるときの助成

金の制度があります．今年度分として、助成をご希望の方は役場民生部保健課国民健康保険係にお問い合

せください。なお、

６

（昔８１－１８３６）

廊‾旋網※下記金石兜町匹固賄される方が対象となります。

　　　　①壬生町国民健康保険に加入している被保険者

　　　　②検診時に年齢35歳以上70歳未満の方

　　　　③壬生町国民健康保険税を完納している世帯に属する方

（注）町と契約をしている医療機関での検診が助成の対象となります。詳しくは役場民生部保健課国民健

　　　康保険係にお問い合せください。

　「健康に関する講演会」を下記のとおり開催いたします。

なお、１月下旬頃パンフレットを配布予定です。

　・日　時：平成18年２月16日　午後２時～

　参場　所：壬生町保健福祉センター

　●講　師：江戸家小猫先生
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　国民健康保険制度は、相互扶助の目的の基に発足し、今日では欠＜ことのできない医療保険制度の一つ

です。

　今回は、本町の国民健康保険の加入状況、財政状況をお知らせいたします。

●壬生町国民健康保険の加入状況
　平成16年度末現在の本町における国民健康保険加入世帯数は7､171世帯、加入破保険者数は15､795人で

す。町全体に占める割合は、世帯数で52.6％、人□で39.6％となっております。

　国民健康保険の加入者数は近年の社会情勢を反映して増加傾向にありますが、内訳では特に退蹴破保険

者数が増加し、老人保健対象者数が減少しております。これは平成14年10月の法律改正で、老人保健対象

年齢がそれまでの原則70歳以上から原則75歳以上に引き上げられたことによるものです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(各年度末現在)

年度
町全体　｜　町国保 国保加入率（％） 退蹴破保険者数

　　(再掲)

老人保健対象者数

　　(再掲)人　□ 世帯数|被保険者数 世帯数 被保険者 世帯数

12 39,767 13,046　1　14,237 6,194 35.8 47.5 1,329 3,125

13 39,834 13,1召　1　14,747 6,505 37.0 49.4 1,520 3,280

14 39,821 13,258　1　15,323 6,738 38.5 50.8 1,668 3,346

15 39,811 13,4μ　1　15,560 6,938 39.1 51.5 1,873 3,206

16 39,886 13,644　1　15,795 了,171 39.6 52.6 2,174 3,164

●平成16年度壬生町国民健康保険特別会計の財政状況
　歳入については、保険税、国庫支出金、療養給付費等交付金が83.2％と大部分を占め、歳出については、

保険給付費、老人保健拠出金、介護納付金が95.3％とほとんどを占めています。

　皆様に納めていただ＜保険税は、国庫支出金や療養給付費等交付金などとともに国民健康保険の重要な

財源となっております。

　近年の経済状況、社会情勢を反映して、１世帯当たりの保険税負担額は減少し、保険給付費は増加して

おります。必要なときに安心して医療が受けられるためにも、日頃から医療財源を大切にしなければなり

ません。

二 一人当たり 対前年度比 一世帯当たり 対前年度比

保険税負担額 84,199円 101％ 186,611円 99％

保険給付費 210,767円 104％ 468,632円 102％

　　　　県支出金0,5%　1,833万円

国保連合会交付金2.1%7,958万円 介護納付金

　　6.8％

2億3,705万円

総務費2.2％7,892万円

国保連合会拠出金1.8％6,185万円

その他0.7％2,456万円

老人

※１万円未満四捨五入

７
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健
康
だ
よ
り
四

　
脳
血
管
疾
患
は
、
冬
に
多
い
病
気
で
す
。
先
月
、
下
都
賀
郡
市
医

師
会
と
町
主
催
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
支
え
合
う
い
き
い
き
壬
生
２
０
０
５

～
脳
卒
中
の
予
防
と
対
策
～
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
栄
養
・
運
動

指
導
相
談
が
、
総
合
司
会
松
本
幸
三
先
生
の
も
と
、
町
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
町
の
脳
卒
中
発
生
の
状
況

　
平
成
1
5
年
の
町
の
死
因
別
死
亡

数
は
、
下
記
グ
ラ
フ
の
と
お
り

３
５
４
人
中
、
が
ん
、
脳
血
管
疾

患
フ
心
臓
病
の
三
人
生
活
習
慣
病

が
6
1
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
脳
血
管
疾
患
6
0
犬
中
、
男
性
3
3

名
、
女
性
2
7
名
で
し
た
。

　
内
訳
を
み
る
と
脳
裡
塞
が
多
く

5
8
％
、
脳
出
血
は
4
2
％
で
、
年
齢

死因別死亡

町
保
健
師

老衰1.7%

自殺3.4%ダ｀

不慮の事故及び

有害作用　3.4%

を
み
る
と
左
記
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
3
0
歳
か
ら
9
0
歳
代
の
方
々
で
し

た
。脳血管疾患内訳

０
　
０
　
０
　
０
　
０
　
０

７
　
６
　
５
　
４
　
３
　
つ
乙

10

　0

合
　
計

9
0
歳
代

8
0
歳
代

7
0
歳
代

6
0
歳
代

5
0
歳
代

4
0
歳
代

3
0
歳
代

　
栃
木
県
の
脳
血
管
疾
患
の
Ｓ
Ｍ
Ｒ
　
（
標
準
化
死
亡
数
）
平
成
1
3
～

1
5
年
の
３
年
間
を
み
る
と
、
全
国
平
均
を
１
０
０
と
す
る
と
男
性
は

１
３
１
・
Ｏ
で
、
岩
手
県
、
青
森
県
に
次
ぐ
第
３
位
、
女
性
は
１
２
７
・

１
で
１
位
と
い
う
不
名
誉
な
数
字
で
す
。

…
…
…
…
…
…
　
　
　
脳
卒
中
と
は
～
三
　
綱
島
康
博
先
生

脳
卒
中
の
特
徴
は

Ｉ
　
多
く
は
前
兆
を
と
も
な
わ
な
い
で
突
然
発
症
す
る

２
　
意
識
障
害
・
片
麻
庫
・
半
身
知
覚
障
害
・
言
語
障
害
・
半
盲
。

　
　
失
語
・
失
行
・
運
動
失
調
な
ど
が
あ
る

３
　
後
遺
症
を
残
す
こ
と
が
多
い

４
　
し
ば
し
ば
再
発
を
繰
り
返
す

＜脳卒中の病因と病型＞

づ言言ニニニ
‾‾一細動脈壊死一脳出血

９　　＼

　　　　　ラクナ梗塞

脳底動脈輪

゛粥状動脈硬化一脳血栓症
（アテローム性動脈硬化）　　　凶　　正

　　　　　∇

脳塞栓症

　　　　　一過性脳虚血発作

顕動脈

大動ｓ八

心臓~

4JI

心源性脳血栓症

壁在血栓

　不整脈　~栓子

　
　
　
高
血
圧
子
心
疾
患
と
脳
卒
中
　
　
安
楽
之
孝
先
生

高
血
圧
と
脳
卒
中

　
脳
血
管
障
害
の
う
ち
脳
梗
塞
が
7
8
％
と
多
く
、
脳
出
血
が
Ｈ
％
で

あ
る
。
脳
梗
塞
の
病
型
別
頻
度
は
ラ
ク
ナ
梗
塞
（
脳
の
細
い
血
管
の

梗
塞
）
3
6
％
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
栓
性
梗
塞
（
脳
の
太
い
血
管
の
梗
塞
）

が
3
1
％
で
、
ア
テ
ロ
ー
ム
血
管
性
梗
塞
は
1
0
年
前
に
比
べ
３
倍
に
増

え
て
い
る
。

脳
卒
中
の
三
大
危
険
因
子
は

　
　
　
高
血
圧
・
糖
尿
病
・
心
房
細
勤
で
あ
る

降
圧
目
標
（
日
本
高
血
圧
学
会
２
０
０
４
）

　
高
齢
者
　
　
　
　
　
　
　
１
４
０
／
９
０
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
未
満

　
若
年
‥
中
年
者
　
　
　
　
１
３
０
／
８
５

　
糖
尿
病
・
腎
障
害
者
　
　
１
３
０
／
８
０

　
白
衣
高
血
圧
や
逆
白
衣
高
血
圧
を
知
る
た
め
に
、
ご
家
庭
で
早
朝

に
血
圧
を
測
定
し
１
３
５
／
８
５
ｍ
ｍ
Ｈ
ｇ
以
上
の
場
合
は
、
注
意

が
必
要
。

　
ま
た
、
非
弁
膜
性
心
房
細
動
か
脳
梗
塞
発
症
の
首
位
を
占
め
て
い

る
。

８



Ｊ
　
　
肥
満
・
．
高
脂
血
症
・

・
糖
尿
病
が
あ
る
と
、
非
糖
尿
病
に
比
べ
、
脳
血
管
疾
患
、
虚
血
性
心
疾
患
を
起
こ

　
し
や
す
い

・
悪
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
（
Ｌ
Ｄ
Ｌ
）
が
多
い
ほ
ど
脳
卒
中
を
起
こ
し
や
す
い

動脈硬化性疾患鯵療ガイドライン2002年版：

　　　　　高脂血症の診新基準
メタボリックシンドロームの診断基準

(血清脂質値：空腹時採血)

高コレステロール血症 総コレステロール　≧220m9/dL

高LDLコレステロール血症

　(言三つレステロール)
LDLコレステロール≧140m91dL

低HDLコレステロール血疹

　(善玉コレステロール)
ＨＤＬコレステロール･＜40m91dL

高中性脂肪血症 トリグリセリド　　≧ISOm9/dL

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女性≧９０ｃｍ

　　　　　　　　　　　　　　　　(内臓脂肪面積男女とも≧１００ｃ�)

　　　%?占？　?占　　　り゛aゝ5ゝ゛≒か75vご゛.v.ゝv≒MvごｾﾞﾛﾌごJC.aりS{ﾝ゛゛　　゛

毀
示宍言言巾ぬね麟捺無泉組ま躯奈弗弗隣躾礁漱

撒京大匹､レ

　高中性脂肪血症　　　　　　≧１５０ｍｇ／ｄＬ

　　　　　　　　　　　　　　　　かつ/または

　低ＨＤＬコレステロール血癩　＜４０ｍｇ／ｄＬ

　　　　　　　　“　－　／　ゝ

　収縮期血圧　　　　　　　≧１３０ｍｍＨｇ

　　　　　　　　　　　　　　　　かつ/または

≧９０ｍｍＨ８
一
≧１１０ｍｇ／ｄＬ

拡張期血圧
-
空腹時高血糖

日本勣脈硬化学会勣醸珊化性疾唐診療ガイドライン凶02年版

[ﾄﾞ]
Ｅ
Ｌ
レ
Ｌ
ｙ
｛
宍
匹
・
Ｅ
゛
゛
｝
・
一
一
万
作
生
諸
環
境
因
子
と
脳
卒
中
｀
…
…
西
山
　
緑
先
生
　
　
　
レ

　
脳
卒
中
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
改
善
が
最
も
予
防
に
つ
な
が
る
典
型
的
な
生
活

習
慣
病
。

　
脳
出
血
は
塩
分
過
剰
摂
取
、
過
労
働
、
飲
酒
、
魚
や
肉
の
蛋
白
質
の
不
足
、
脳
梗

塞
は
、
野
菜
不
足
、
喫
煙
者
に
多
く
み
ら
れ
る
。

　
く
も
膜
下
出
血
は
、
過
労
、
運
動
不
足
、
飲
酒
し
て
い
る
人
に
多
い
。
ま
た
、
高

血
圧
、
糖
尿
病
、
心
疾
患
の
人
が
脳
卒
中
を
合
併
し
や
す
く
、
血
縁
者
に
脳
卒
中
の

既
往
が
あ
る
人
も
注
意
が
必
要
。

　
・
予
防
に
は
、
栄
養
の
３
本
性
が
大
切

　
　
　
Ｉ
　
塩
分
控
え
め

　
　
　
２
　
良
質
の
蛋
白
質
　

↑
バ
ラ
ン
ス
食

　
　
　
３
　
た
っ
ぷ
り
の
野
菜

　
・
肥
満
予
防
の
た
め
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
１
日
1
5
～
3
0
分
２
回
を
目
安
に
日
常
生
活

に
組
み
入
れ
よ
う
。

　
生
活
に
リ
ズ
ム
を
つ
け
て
、
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
し
っ
か
り
休
養
を
と
る
こ
と
が

大
切
。

　
健
康
づ
く
り
に
最
も
大
切
な
の
は
、
本
人
の
セ
ル
フ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
。
高
血
圧
や

糖
尿
病
を
自
己
管
理
し
、
日
頃
か
ら
禁
煙
、
運
動
、
休
養
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
改
善

を
実
行
し
ま
し
よ
う
。

　
　
　
体
験
談
…
…

　
大
貫
昭
夫
氏
よ
り
、
高
血
圧
だ
が
、
塩
分
控
え
め
に
し
、
移
動
に
は
自
転
車
や
歩

く
こ
と
で
適
正
体
重
を
維
持
し
規
則
的
な
生
活
を
し
て
い
る
。
ま
た
、
松
崎
宏
子
氏

か
ら
は
、
町
で
実
施
し
た
「
生
活
習
慣
改
善
教
室
」
に
参
加
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け

に
季
節
の
変
化
を
楽
し
み
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
継
続

し
健
康
な
人
生
を
歩
み
た
い
と
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。

　
栄
養
・
運
動
相
談

　
1
0
月
1
3
日
に
は
、
栄
養
・
運
動
相
談
と
し
て
、
島
田
克
己
先
生
よ
り
、
運
動
の
必

要
性
、
大
久
保
義
則
先
生
よ
り
、
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
講
話
が
あ
り
、
そ
の

後
、
在
宅
栄
養
士
の
大
垣
延
子
氏
と
渡
辺
愛
子
氏
及
び
健
康
運
動
指
導
士
の
小
室
史

恵
氏
と
土
田
麻
美
氏
の
講
話
と
相
談
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

今や国民病。もしくは糖尿病予備軍といわれ、成人の６人に１人は糖尿病、

糖尿病の最大リスクは肥満です。動かない、食べすぎが問題です。

適度な運動をしよう!

９



農業委員会だよりー

新政腐痩農政勝を灘波漣　

……

…………

集落営農
・

遊鏃鸚殖利鰍…………，?i…………

………………　’

　
こ
の
程
、
平
成
1
9
年
度
か
ら
の
新
た
な
農
業
政
策
が
決
ま
り
、
政
策
の
中
心
と
な

る
「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
の
対
象
が
、
経
営
面
積
４
鉛
以
上
の
認
定
農
業

者
、
2
0
仁
以
上
の
集
落
営
農
組
織
と
な
り
ま
し
た
。
担
い
手
主
体
に
農
政
転
換
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　
言
っ
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
1
0
月
2
4
日
、
Ｊ
Ａ
栃
木
中
央
会
の
野
口
隆
夫
営
農
指

導
対
策
室
長
を
迎
え
、
「
平
成
1
6
年
度
か
ら
の
米
政
策
改
革
」
、
「
新
た
な
基
本
計
画

が
示
す
担
い
手
育
成
の
方
向
」
、
「
集
落
営
農
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
、
等
を
内
容
と
す

る
『
集
落
営
農
に
つ
い
て
』
と
題
し
て
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

心 ~

視察研修初日、「根本営農組合」で説明を受ける委員等のみなさん

※
集
落
営
農
…
…
…

　
集
落
な
ど
地
縁
的
に
ま
と
ま
り
の

あ
る
一
定
の
地
域
内
の
農
家
が
、
農

業
生
産
の
工
程
の
全
部
ま
た
は
一
部

を
共
同
し
て
行
う
営
農
活
動
、
ま
た

は
そ
の
よ
う
な
営
農
活
動
を
行
う
組

織
の
総
称
。

　
こ
の
研
修
を
受
け
て
壬
生
町
農
業
委

員
会
で
は
、
先
進
地
視
察
研
修
を
Ｈ
月

８
日
か
ら
９
日
の
２
日
間
、
茨
城
県
稲

敷
市
の
「
根
本
営
農
組
合
」
と
同
県
笠

間
市
に
あ
る
「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ

言
を
訪
問
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
初
日
の
「
根
本
営
農
組
合
」
へ
は
、

壬
生
町
の
営
農
集
団
及
び
Ｊ
Ａ
し
も
つ

け
と
の
合
同
で
訪
問
し
ま
し
た
。

　
絵
具
家
数
１
２
０
戸
、
水
田
率
9
5
・

８
％
の
水
稲
単
作
地
帯
で
あ
る
。
ま
た
、

副
業
的
農
家
は
7
8
・
Ｏ
％
と
農
業
離
れ

が
進
ん
だ
地
域
で
も
あ
る
。
Ｈ
Ｈ
年
～

Ｈ
1
3
年
に
か
け
て
県
営
に
よ
る
ほ
場
整

備
事
業
が
実
施
さ
れ
、
事
業
の
要
件
で

あ
る
担
い
手
の
確
保
、
併
せ
て
農
地
利

用
集
積
が
緊
急
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
れ
を
契
機
に
、
市
役
所
・
Ｊ
Ａ
・
普

及
セ
ン
タ
ー
の
推
進
の
下
、
根
本
営
農

組
合
（
認
定
農
業
者
４
人
）
が
設
立
さ

れ
、
地
権
者
を
交
え
た
集
落
営
農
に
向

け
て
の
検
討
会
・
協
議
会
を
重
ね
農
地

の
利
用
集
積
が
図
ら
れ
た
。

　
作
業
受
託
型
の
集
落
営
農
で
、
麦
作

転
作
5
0
鉛
・
大
豆
転
作
2
0
外
∵
水
稲
全

作
業
受
託
3
2
鉛
。

　
主
な
活
動
内
容
の
経
過
は
、
①
担
い

手
の
発
掘
と
組
織
化
②
集
落
内
の
農
地

意
向
調
査
の
実
施
③
町
に
よ
る
手
厚
い

助
成
体
系
の
整
備
④
農
作
業
受
委
託
契

約
の
締
結
⑤
集
落
営
農
ビ
ジ
ョ
ン
の
作

成
⑥
土
地
利
用
調
整
委
員
会
の
設
置
⑦

地
権
者
と
営
農
組
合
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

⑧
営
農
組
合
の
機
械
・
施
設
整
備
⑨
転

作
作
物
の
生
産
安
定
で
あ
り
、
様
々
な

プ
ロ
セ
ス
の
中
で
問
題
を
一
つ
一
つ
解

決
し
な
が
ら
現
在
を
迎
え
て
い
る
と
い

う
貴
重
な
話
を
問
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
将
来
の
展
望
は
、
転
作
に
よ
る
助
成

金
、
作
業
受
託
料
、
地
代
等
の
動
向
に

よ
っ
て
、
収
入
に
影
響
が
出
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。
Ｈ
1
9
年
か
ら
の
品
目
横
断

的
な
経
営
安
定
対
策
が
実
施
さ
れ
る
。

作
業
受
託
に
よ
る
農
地
集
積
、
任
意
の

営
農
組
合
組
織
に
よ
る
生
産
方
式
を
改

善
し
、
法
人
化
を
進
め
た
い
と
し
て
い

る
。
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２
日
目
は
、
笠
間
市
営
の
「
笠
間
ク

ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
で
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　
笠
間
市
役
所
農
政
課
職
員
か
ら
施
設

概
要
の
説
明
を
受
け
、
そ
の
後
ラ
ウ
ベ

（
休
憩
小
屋
）
付
き
農
園
を
見
学
。
過

疎
化
が
進
む
地
域
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で

で
き
た
な
と
、
驚
き
の
連
続
で
し
た
。

　
こ
の
地
は
、
東
京
か
ら
約
１
０
０
キ

ロ
の
位
置
に
あ
り
、
周
辺
が
山
に
囲
ま

れ
た
中
山
間
地
域
で
す
。

　
中
山
間
地
域
特
有
の
農
村
の
高
齢
化
、

就
農
者
の
減
少
、
総
兼
業
農
家
が
進
む

な
か
、
桑
畑
、
た
ば
こ
畑
で
あ
っ
た
こ

の
農
地
の
荒
廃
が
進
ん
で
き
た
。
そ
の

よ
う
な
な
か
で
、
農
業
振
興
と
地
域
振

興
を
併
せ
持
っ
た
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン

を
、
兵
陵
地
１
２
。
０
０
０
坪
に
補
助

事
業
を
中
心
に
約
８
億
円
か
け
て

２
０
０
１
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　
施
設
と
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・

農
産
物
直
売
所
・
そ
ば
処
・
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
・
日
帰
り
農
園
・
炭
焼
き
施

設
・
農
産
物
加
工
施
設
が
あ
る
。
ク
ラ

イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
、
5
0
区
画
（
１
区
画

３
０
０
�
）
あ
り
、
１
区
画
年
間
4
0
万

円
で
、
栽
培
指
導
、
農
機
具
貸
し
出
し
、

堆
肥
の
使
用
等
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

　
ラ
ウ
ベ
に
滞
在
し
、
週
末
や
休
暇
を

利
用
し
て
農
作
業
を
楽
し
ん
だ
り
、
定

年
退
職
後
の
余
暇
を
楽
し
ん
で
い
る
。

１
年
単
位
の
契
約
で
最
長
５
年
。
現
在

全
棟
使
用
さ
れ
て
お
り
、
切
り
替
え
時

に
は
抽
選
に
な
る
ほ
ど
の
盛
況
さ
で
あ

る
。

　
そ
ば
打
ち
・
稲
刈
り
・
陶
芸
・
炭
焼

き
・
い
ち
ご
狩
り
等
の
体
験
、
ホ
タ
ル

鑑
賞
、
料
理
教
室
、
野
菜
の
品
評
会
等

さ
ま
ざ
ま
な
企
画
の
中
で
都
市
と
農
村

の
交
流
、
地
域
の
活
性
化
を
実
現
さ
せ

て
い
る
。

※
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
・
・
。

　
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
と
は
、
ド
イ

ツ
語
で
「
小
さ
な
庭
」
。
日
本
で
は

主
に
「
市
民
農
園
」
を
意
味
し
ま
す
。

都
市
生
活
の
た
め
庭
を
持
つ
こ
と
が

で
き
な
い
市
民
の
た
め
に
作
ら
れ
た

農
園
で
す
。
農
園
に
は
Ｉ
フ
ウ
ベ
と
呼

ば
れ
る
宿
泊
施
設
（
3
7
・
3
2
�
）
と

芝
生
、
花
壇
、
畑
が
配
置
さ
れ
る
。

利
用
者
が
集
う
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
整

え
ら
れ
て
お
り
、
単
な
る
菜
園
で
は

な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と

し
て
市
民
生
活
向
上
の
た
め
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
は
「
農
」

の
持
つ
多
面
的
機
能
と
歴
史
・
芸
術
・

文
化
と
の
融
合
を
図
り
笠
同
型
の
Ｉ
フ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
楽
し
ん
で
も
ら
う

こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

一

○
研
修
を
終
え
て

　
今
回
の
研
修
を
受
け
な
が
ら
感
じ
た

こ
と
は
、
平
成
1
9
年
産
か
ら
始
ま
る

「
品
目
横
断
的
経
営
安
定
対
策
」
に
対

し
て
本
町
に
お
い
て
も
早
急
に
対
策
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　
特
に
、
本
町
の
認
定
農
家
は
イ
犬
ゴ
、

ト
マ
ト
な
ど
の
施
設
園
芸
農
家
が
は
と

ん
ど
で
、
基
本
原
則
で
あ
る
面
積
要
件

（
４
鉛
）
に
は
該
当
し
な
い
ケ
ー
ス
が

多
い
も
の
の
、
所
得
に
応
じ
た
特
例
も

あ
る
よ
う
な
の
で
、
地
域
の
実
情
に
あ
っ

た
多
様
な
担
い
手
を
作
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

　
ま
た
、
集
落
営
農
に
つ
い
て
は
、
認

定
農
家
以
外
の
兼
業
農
家
や
小
規
模
農

家
な
ど
も
参
加
可
能
で
あ
り
、
国
の
支

援
を
受
け
ら
れ
る
唯
一
の
方
法
で
あ
る
。

農
家
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
行
政
、

Ｊ
Ａ
、
農
業
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て

制
度
の
周
知
徹
底
を
図
り
積
極
的
に
推

進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
た
。

　
何
よ
り
、
若
い
世
代
を
も
含
め
、
農

家
自
ら
が
こ
れ
か
ら
の
集
落
の
農
業
を

ど
う
し
て
い
く
の
か
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

　
「
笠
間
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
」
で
の

研
修
で
は
、
市
民
農
園
の
運
営
方
法
な

ど
遊
休
農
地
の
解
消
や
、
都
市
と
農
村

の
交
流
事
業
な
ど
を
考
え
る
上
で
大
変

参
考
と
な
り
ま
し
た
。
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時効㈱縮絨をたた翻軸龍を表彰

徳
行
賞

○
町
に
１
件
１
０
０
万
円
以
上
の
金

　
品
を
寄
附
さ
れ
た
方

　
　
　
　
　
　
　
坂
　
田
　
佐
一
郎

.,‥...-･Sg･･.･g

　　ま

　審し

　査た

　結　゜

果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一
員
会
連
合
会
人
選
作
品
５
点
が
選
ば
れ

　永年にわたり、町政の発展、福祉の増進等で多大な功績を残された方々をたたえ

る、自治功労者の表彰式が11月４日、役場正庁で行われました。

　今年は、特別功労賞１名、功労賞17名、徳行賞１名の方々が受賞されました。

渡中鈴粕大

澄村木尾場

光安理柴和
　　　治
喜宏助郎男

】
る
す
ば
ら
し
い
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。

一
二
　
　
　
　
－
　
　
　
－
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
Ｉ

ま
た
、
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委

宍
が
選
ば
れ
、
全
部
で
９
点
が
、
賞
に
入

Ｏ
前
後
職
を
異
に
し
通
算
に
よ
り

　
象
と
な
ら
れ
た
方

村前福東佐佐大大安栗

田

宮

　　　海
原田林藤藤禍楽楽嶋

美貴正二恵公
佐

対弘子男憲郎子一

由之久
美
子孝男

Ｏ
2
0
年
以
上
条
例
又
は
規
則
で
設
置

　
し
た
非
常
勤
特
別
職
に
あ
っ
て
功

　
績
の
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
方

住河

　野川遜

卓泰

三子

功
労
賞
　
　
　
　
（
あ
い
う
え
お
順
）

○
1
5
年
以
上
福
祉
委
員
の
職
に
あ
っ

　
た
方

受
貧
者
の
方
々

　
特
別
功
労
賞

松

（
敬
称
略
）

井
　
晴
　
夫

】
．
優
秀
作
品
と
し
て
、
第
二
次
審
査
推
薦

ｙ
作
品
2
0
点
を
出
品
し
、
そ
の
結
果
、
本

五
町
で
は
、
人
選
に
６
点
、
佳
作
に
３
点

　
明
る
い
選
挙
の
啓
発
運
動
の
一
助
と

す
る
た
め
、
全
国
の
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
を
対
象
と
し
た
「
第
5
7
回
明
る
い

選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
県
内
の
小
・
中
・
高
生
か
ら
総
数
２
。

５
２
６
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
第
一

次
審
査
（
市
町
村
単
位
）
を
通
過
し
た

７
３
３
点
が
第
二
次
審
査
（
県
）
に
出

品
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
１
３
２
点
に
の
ぼ

る
作
品
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら

　　平成17年度

　明るい選挙啓発
ポスターコンクール

県審査(第二次審査)で

　　　９名が入賞

I ･ . ･

●

‐ ・

塵

● ･

.

･

● ・ .

● ･ ･ ･

● ･ .

朧

‐

‐

. . .

I s .

鐘 ･ i 一 一

礁 ･ : 1 : ･ .

● I ･ . ･ ゜

撞 . ･ 7

馥 ．

● ： ． ! ．

Ｉ Ｉ

礁 ゛ ･

● l '

I こ

.

● a ･

1 1 1

1 1 ' f .

■ ･ . .

%．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．♂；
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」
税
を
知
る
週
間
（
Ｈ
月
1
1
日
～
1
7
日
）

納
税
の
推
進
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
標
語
を
展
示

るく住み良い１づj=

JJ::……j =|:jlLjﾀﾞ田】'づくり
最優秀賞　粂川郁美（安塚小６年）

＼7･

.

＼す

I

.

一一

tきなj

■■■■■■■　=　　　拠.　　●､●　　　－　　・

咲｡か万

最優秀賞　賀長彩佳（壬生中２年）

　
町
で
は
、
町
内
の
小
・
中
学
校
か
ら

募
集
し
ま
し
た
納
税
ポ
ス
タ
ー
標
語
を
、

「
税
を
知
る
週
間
」
（
Ｈ
月
Ｈ
日
～
1
7
日
）

に
合
わ
せ
て
、
役
場
住
民
課
窓
ロ
前
の

町
民
ホ
ー
ル
に
展
示
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
次
代
を
担
う
児
童
・
生
徒

が
夏
休
み
期
間
中
に
「
納
税
に
関
す
る

ポ
ス
タ
ー
標
語
」
を
作
成
す
る
こ
と
に

よ
り
、
家
族
み
ん
な
で
税
に
つ
い
て
考

え
、
税
に
つ
い
て
よ
り
関
心
と
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
こ
う
と
、
町
内
の
小
学

６
年
生
と
中
学
２
年
生
を
対
象
に
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
も
総
数
６
５
４
点
の
作
品
が
応

募
さ
れ
、
最
優
秀
２
点
、
優
秀
賞
1
0
点

及
び
佳
作
2
8
点
を
表
彰
、
そ
の
中
か
ら

最
優
秀
賞
及
び
優
秀
賞
1
2
点
を
展
示
し

た
も
の
で
す
。

小
学
校
の
部

最
優
秀
賞

　
粂
　
川
　
郁
　
美
　
（
安
塚
小
６
年
）

優
秀
賞

　
飯
　
田
　
　
　
葵
　
（
壬
生
小
６
年
）

　
粂
　
川
　
　
　
遥
　
（
壬
生
小
６
年
）

　
舘
　
野
　
紗
　
季
　
（
壬
生
小
６
年
）

　
戸
　
崎
　
靖
　
子
　
宝
生
小
６
年
）

　
甫
　
坂
　
陽
　
子
　
（
壬
生
小
６
年
）

中
学
校
の
部

最
優
秀
賞

　
賀
　
長
　
彩
　
佳
　
（
壬
生
中
２
年
）

優
秀
賞

　
小
　
島
　
沙
也
香
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
武
　
井
　
　
　
萌
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
薩
　
葉
　
紫
　
穂
　
宝
生
中
２
年
）

　
井
　
手
　
春
　
香
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
鈴
　
木
　
麻
　
未
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

　
ま
た
、
栃
木
税
務
署
等
で
募
集
し
ま

し
た
中
学
生
の
標
語
は
、
町
内
か
ら

７
０
２
点
の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
、
優
秀

作
品
６
点
が
そ
れ
ぞ
れ
入
賞
、
同
じ
く

展
示
さ
れ
ま
し
た
。

栃
木
税
務
署
長
賞

「
考
え
よ
う
　
お
さ
め
る
こ
と
の
　
大
切
さ
」

　
塩
　
沢
　
里
可
子
　
（
壬
生
中
２
年
）

「
税
金
は
　
日
本
を
支
え
る
　
大
事
な
は
し
ら
」

　
長
　
尾
　
里
　
桃
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

租
税
教
育
推
進
協
議
会
長
賞

「
税
金
で
　
豊
か
な
く
ら
し
を
は
ぐ
く
も
う
」

　
尾
　
形
　
和
　
樹
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

栃
木
県
税
事
務
所
長
賞

「
税
金
で
　
笑
顔
が
こ
ぼ
れ
る
　
街
作
り
」

　
江
　
田
　
知
奈
美
　
（
壬
生
中
３
年
）

壬
生
町
長
賞

「
税
金
は
　
住
み
よ
い
街
へ
の
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
田
　
中
　
悠
　
貴
　
（
壬
生
中
２
年
）

「
税
金
は
　
あ
な
た
の
生
活
　
さ
さ
え
て
る
」

　
佐
　
藤
　
隼
　
入
　
（
南
犬
飼
中
１
年
）

菌●●儡一●●幽●菌種幽幽●菌菌菌働●●●●僣●１●●●●●●●●●●

Ｏ
第
二
次
審
査
（
県
）

入
選
　
日
野
原
未
来

　
″
坂
本
　
　
萌

　
″
神
米
　
朋
住

″
中
山

μﾀﾀ

佳
作μμ

青
木

田
中

尾
津

落
合

松
本

侑
紀

久
恵

雄
大

帆
南

彩
子

伶
奈

○
第
一
次
審
査
（
町
）

前玉長

原佩

河
野
遜

大
久
保

粂蕗食人高鈴

川葉井見田木

茉
衣
子

菜敏枝悠里

瑠枝乃仁紗

あ
ゆ
み

有
　
紀

麻
裕
美

紫
　
穂

阿
希
乃

（
壬
生
小
１
年
）

（
睦
　
小
６
年
）

（
稲
葉
小
４
年
）

（
安
塚
小
５
年
）

（
壬
生
中
３
年
）

（
南
犬
飼
中
３
年
）

（
壬
生
来
小
３
年
）

（
安
塚
小
４
年
）

宝
生
中
１
年
）

入
選

（
藤
井
小
６
年
）

（
壬
生
束
小
６
年
）

（
睦
　
小
３
年
）

（
安
塚
小
１
年
）

（
安
塚
小
５
年
）

（
安
塚
小
６
年
）

（
壬
生
中
１
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
壬
生
中
２
年
）

（
南
犬
飼
中
３
年
）

○
下
都
賀
郡
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
連

　
合
会
人
選

　
成
　
田
　
萌
　
子
　
（
壬
生
小
５
年
）

　
小
野
塚
　
　
　
雅
　
（
壬
生
東
小
４
年
）

　
稲
　
葉
　
千
　
遥
　
（
稲
葉
小
６
年
）

　
塩
　
沢
　
里
可
子
　
（
壬
生
中
２
年
）

　
五
月
女
　
直
　
樹
　
（
南
犬
飼
中
２
年
）

が
り
。
。

な
む
゛
゛
昌
ぶ
嘔
９
ｅ
祭
政
”
ｙ
Ｅ
＆
必
沓
齢
参
一
一
一
一
・
一
泰
忿

●働●●●●●●●●●・植仙●
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壬生町合併‥50周年記丿念50周ﾚ年尚一天･7翫1念

面
忠
聖
凋
陶
唄
焉
狗
息
衝

あ
な
た
で
す
１
・

　
　
火
の
あ
る
く
ら
し
の
見
は
り
役
！

　
壬
生
町
消
防
団
（
鈴
木
正
美
団
長
・

団
員
１
９
８
名
）
に
よ
る
壬
生
町
合
併

5
0
周
年
記
念
、
壬
生
町
消
防
団
通
常
点

検
が
、
Ｈ
月
2
3
日
、
須
藤
揮
一
郎
栃
木

県
副
知
事
、
佐
藤
勉
衆
議
院
議
員
を
始

め
多
く
の
消
防
関
係
者
が
見
守
る
中
、

町
総
合
運
動
場
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
通
常
点
検
は
、
消
防
関
係
殉
職
者
に

対
し
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
人
員
並
び
に

服
装
点
検
、
機
械
器
具
点
検
、
ポ
ン
プ

操
法
及
び
放
水
点
検
が
、
機
敏
な
行
動

で
頼
も
し
く
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
清
水
英
世
町
長
は
、
「
本
日
の
点
検

を
拝
し
、
４
万
町
民
の
負
託
に
十
分
に

応
え
得
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、

頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
訓
示
を
述

べ
ま
し
た
。
読
い
て
、
永
年
動
読
者
や

退
団
者
、
消
火
協
力
者
な
ど
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
蘭
学
通
り
に
場
所
を
移
し

て
、
多
く
の
町
民
が
見
守
る
中
、
分
列

行
進
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
行
進
終
了
後

に
は
、
役
場
駐
車
場
で
消
防
車
の
展
示
、

放
水
体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
分
列
行
進
の
先
頭
と
し
て
メ

リ
圭
フ
ン
ド
保
育
園
児
並
び
に
と
お
り

ま
ち
保
育
園
児
た
ち
が
、
「
大
の
用
心
」

の
声
を
発
し
な
が
ら
町
内
を
歩
い
て
、

火
災
予
防
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
表
　
彰
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰

Ｏ
動
終
章
3
0
年
　
団
　
長
　
鈴
木
正
美

○
勤
続
章
2
0
年
　
副
団
長
　
大
橋
公
一

○
感
謝
状
　
　
　
団
　
長
　
鈴
木
正
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
令
夫
人
和
子

栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰

○
功
績
章
８
年

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員

　
第
１
分
団
第
５
部
団
員

　
第
３
分
団
第
５
部
団
員

○
勤
続
章
５
年

　
第
２
分
団
副
分
団
　
長

　
第
２
分
団
第
３
部
部
長

　
第
３
分
団
第
１
部
部
長

　
第
３
分
団
第
３
部
部
長

　
第
１
分
団
第
５
部
班
長

　
第
２
分
団
第
３
部
班
長

　
第
３
分
団
第
３
部
班
長

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員

　
第
１
分
団
第
１
部
団
員

　
第
１
分
団
第
２
部
団
員

　
第
１
分
団
第
３
部
団
員

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員

　
第
１
分
団
第
４
部
団
員

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員

　
第
２
分
団
第
２
部
団
員

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員

小
藤

手
塚

櫛
田

清猛茂

梁
島
　
進

清
水
正
巳

大
垣
恭
宏

中
村
弘
視

板
橋
　
武

鈴
木
孝
明

柏鈴中
崎木村

昇仁剛

萌
黄
　
一

荒
川
　
剛

寺
内
秀
行

篠
原
一
宏

吉
田
　
修

野
口
成
夫

鈴
木
　
良

早
乙
女
一
義

中
川
　
健

　
第
３
分
団
第
１
部
団
員
　
鈴
木
隆
介

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
青
木
記
入

　
第
３
分
団
第
２
部
団
員
　
小
林
宏
之

石
橋
地
区
消
防
団
連
絡
協
議
会
長
表
彰

○
優
良
部
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

１
栃
木
県
消
防
協
会
長
表
彰
を
受
け
る

　
鈴
木
団
長

哺
受
賞
者
を
代
表
し
て
謝
辞
を
述
べ
る

　
大
橋
副
団
長

１
退
団
者
を
代
表
し
て
感
謝
状
を
受
け

　
る
前
・
中
根
団
長
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壬生・】･j一合倒壬生町合併50周年記念

W

圭
孕

米
采
脊
；
肖
ご
脊
米
筆
黄
薗
痢
ｔ
ｌ
李
恚
・
七

袁
忿
怒
碗
９
マ

－
合
併
5
0
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

　
壬
生
町
合
併
5
0
周
年
を
記
念
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
が
、
Ｈ
月
2
2
目
、
壬
生
中
央

公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
町
内

の
全
中
学
生
が
、
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー

ジ
ー
ン
ズ
の
演
奏
を
堪
能
し
ま
し
た
。

　
寺
内
タ
ケ
シ
と
ブ
ル
ー
ジ
ー
ン
ズ
は

１
９
６
２
年
に
結
成
さ
れ
、
エ
レ
キ
ギ

タ
ー
の
草
分
け
的
存
在
で
、
エ
レ
キ
の

神
様
と
う
た
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

芸
術
鑑
賞
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

が
１
。
０
０
０
校
を
突
破
し
た
こ
と
な

ど
が
評
価
さ
れ
、
文
部
大
臣
感
謝
状
、

文
化
庁
長
官
表
彰
等
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
開
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
開
会
式
で

は
、
清
水
英
世
町
長
と
篠
原
義
明
教
育

長
が
「
感
動
を
見
つ
け
て
く
だ
さ
い
。

感
動
を
覚
え
る
こ
と
で
人
生
も
変
わ
り

ま
す
。
美
し
い
も
の
を
美
し
い
と
感
じ

る
心
を
育
ん
で
く
だ
さ
い
。
」
等
と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
コ
ン
サ
ー
ト
は
約
１
時
間
3
0
分
に
わ

た
り
行
わ
れ
、
名
演
奏
に
中
学
生
た
ち

は
一
様
に
感
激
を
し
て
い
ま
し
た
。
最

後
に
寺
内
タ
ケ
シ
さ
ん
が
、
ｊ
ｌ
タ
ー

は
弾
か
な
き
や
音
は
で
な
い
〃
と
、
生

徒
た
ち
に
メ
ッ
セ
九
ン
を
贈
り
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

●.･●◆・◆●●今●j一一●●・●●．●●●･.●･.●.●･.･.●.◆◆◆●・●・.●争●・.●・◆●‥●●◆今◆◆●・●●・●◆●･．●●･●●●．●

-

壬
生
町
長
表
彰

○
勤
続
章
3
0
年

○
勤
続
章
2
0
年

○
勤
続
章
５
年

第
２
分
団
第
５
部

団
　
長

副
団
長

鈴
木
正
美

大
橋
公
一

（
栃
木
県
消
防
協
会
下
都
賀
支
部
長
表
彰
と
同
じ
）

○
優
良
部

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
１
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
分
団
第
１
部

＊
小
型
動
カ
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
５
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
分
団
第
５
部

○
努
力
部

＊
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
策
士
部

＊
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
分
団
第
３
部

感
謝
状

Ｏ
平
成
1
6
年
度
退
団
者

　
　
　
　
　
　
　
中
根
幸
男
　
他
4
6
名

○
消
火
協
力
者

○
火
災
時
井
戸
提
供
者

○
内
助
の
功
表
彰

山
木
泰
子

大
島
　
丈

鈴
木
　
強

野
口
広
視

野
渾
　
収

篠
原
　
稔

団
　
長
　
鈴
木
正
美

　
　
　
令
夫
人
和
子

副
団
長
　
大
橋
公
一

　
　
令
夫
人
由
美
子

内助の功表彰鈴木和子様(左)、大橋由美子様(右)放水体験消防団パしード
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万拶=1瀬角凛1必回国蕊原画ヴｻ

　国民年金は老後の保障だけでな＜、

　障害基礎年金・遺族基礎年金とも、

があります。

万が一の時のために、障害基礎年金・遺族基礎年金があります。

保険料を納付していないと、万が一の時の保障を受けられない場合

　病気やケガで障害の状態になってしまった場合に、生活を保障するために障害基礎年金が支給されます。

生計を維持されている子がいる場合には、子の数に応じて加算があります。

　　　　　　　受給額　　　１級の障害　　９９３、１ ００円

　　　　　　　　　　　　　　２級の障害　　了９ ４、５００円

※国民年金の披保険者期間中に初診日のある病気・けがで障害者になったときや、60歳以上65歳未満で国

　内在住中に初診日がある障害者の場合に支給されます。

言デヨごザ警ご讐雪芒讐雷芒問嬰零‰

　”’゛　’・.Jia　゛､￥�w

　国民年金の加入者が死亡しかとき、その人によって生計を維持されていた子のある妻または子が受ける

年金です。子がいることが必要で、子の数に応じた額の遺族基礎年金が受給できます。

　　　　　　　受給額　　　妻と子１人の場合　　　１、０２３、１ ００円

　　　　　　　　　　　　　子（１人）のみの場合　　７９ ４、５００円

※子とは、18歳到達年度の末日までの子、または20歳未満で障害の状態が１級・２級の子

　第１号披保険者として、保険料を納めた期間と免除期間の合計が25年以上ある夫が死亡した場合、夫の

死亡当時、夫に生計を維持され、かつ、婚姻関係が10年以上継続していた妻に60歳から65歳までの問支給

されます。

※死亡した夫が老齢または障害基礎年金の支給を受けていた揚言は支給されません。

　　　　　　　受給額　　　夫が受け取れるはずであった老齢基礎年金の３／４

　第１号被保険者として保険料を納めた期間が３年以上あり、かつ、老齢・障害基礎年金を受けずに死亡

した場合、遺族基礎年金を受けられない遺族に支給されます。

※寡婦年金を支給できる場合は、どちらか一方の選択となります。

　　　　　　　受給額

保険料納付済期間 金　　額 保険料納付済期間 金　　額

３年以上15年未満 １２０，０００円 25年以上30年未満 ２２０，０００円

15年以上20年未満 １４ ５，０００円 30年以上35年未満 ２７０，０００円

20年以上25年未満 １了０，０００円 35年以上 ３２０，０００円

※半額免除期間の月数は、保険料納付月数の１／２で計算されます。

※付加保険料納付済期間が３年以上ある場合は、８、５００円が加算されます。

　問合せ先　栃木社会保険事務所　年金給付課　昔22－4134

　　　　　　町民生部住民課国民年金係　　　　a81づ827
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お知らせコーナー　　･I･,:一千こ'゜=一◆◆

賭者と税〈年金と税〉朗改正のお知らせ

１．老年者控除が廃止になりました。

　老年者控除は平成17年分の所得税から廃止になりました。

平成16年分までは、年齢が65歳以上で合計所得金額が1､000

万円以下の場合は、本人の所得税を計算するときに、所得

控除として50万円を差し引くことができましたが、平成17

年分から廃止になりました。

※住民税においても平成18年度分から老年者控除は廃止に

　なります。

２．公的年金等控除が変更になりました。

　年齢65歳以上の方の最低控除額が変更になりました。

　公的年金や恩給については、これらの収入金額から、公

的年金等控除額が差し引かれます。平成17年分の所得税か

ら、年齢65歳以上の方（昭和16年１月１日以前に生まれた

方）の最低控除額は120万円になりました。

　平成16年分　140万円→平成17年分　120万円

※住民税においても平成18年度分から最低控除額は120万

　円になりました

3.65歳以上の方で前年の合計所得が125万円以下の方の

　個人住民税の非課税措置が廃止になりました。

　前納報奨金制度廃止のお知らせ

　町県民税（普通徴収）、固定資産税・都市計画税につい

て、１年間の税金を一括して第１期納期限内に納付した際

に交付していた前納報奨金は、本年９月開催の平成17年第

３回町議会定例会において町税条例が改正され、平成18年

度から廃止されます。この制度は昭和25年の地方税制の改

革により、納税意識の高揚と納税に対する奨励を目的に設

けられましたが、制度の目的が達成されたこと、また、給

料から天引きされる方には適用がなく、公平でないことな

どから廃止されるものです。

○口座振替で全期前納をご利用の皆さんへ

　現在、口座振替で全期前納をご利用の方は、平成18年度

も引き続き全期前納でのお取扱いとさせていただきます。

　なお、この場合、制度廃止により前納報奨金は交付され

ません。全期前納を期別に変更される方は、お手数でも手

続きをお願いいたします。

　“税金は便利で確実な口座振替で！”

　お年寄りや仕事が忙しい方などは、口座振特による納付

がとても便利です。納付する手間がはぶけ、納め忘れもな

くなり、あなたの預貯金口座から自動的に振替納付されま

　経過措置として、平成17年１月１[]現在65歳以上の方です。

前年の合計所得金額が125万円以下の方は、所得割、均等　　ロ座振替の申込みは、町内の金融機関か郵便局または町

割の税額が18年度は2/3、19年度は1/3が減額され、20年度役場税務課窓口にご利用口座の通帳とお届け印をご持参

J･のうえ、手続きしてください。

　===i==･9==問合せ先　町総務部税務課収税係　昔81－1816

　小型特殊自動車の基準に該当する農耕用自動車は軽自動

車税の申告が必要になります。代わりにナンバープレート

を交付いたします。また、別途軽自動車税がかかります

(年間1､600円)。

　まだ申告をされていない方は、お早めにお近くの役場や

各出張所にて手続きをしていただきますようお願い致しま

す。

該当する車両

　農耕トラクター、農薬用薬剤散布車、刈取脱穀作業車

(コンバイン)、田植機および国土交通大臣の指定する農耕

作業用自動車のうち、乗用装置を備えたもので、自動車の

大きさが長さ4.70メートル以下、幅1.70メートル以下、高

さ2.80メートル以下で、鍛高速度が15km/h以下のもの。

登録に必要なもの

・印鑑

・その車両を購入した、または譲り受けたことを証明する

　もの

・その車両の種類や車台番号がわかるもの

問合せ先　町総務部税務諜諸税係　昔81－187い1819

一

から全額課税となります。

言問合せ先　町総務部税務課町民税係　昔81－1817

i時間会G時縫鼎む知鶴制E柴　農耕用自動車の登録はお済みですか？

　普段スポーツの現場に携わっている方をはじめ、どなた

でも参加できます。

　今年度から導入されたＡＥＤ（自動体外式除細動器）を

含む、救急心肺蘇生法をこの機会にぜひ習得していただき

たいと思います。

づ主　　催　壬生町体育協会

　　　　　　壬生町教育委員会

……し日　　時　１月24日（火）19:0（1～21 : 00 （予定）

=･J=jSi･｡=･ま4象の方　壬生町在住・在勤の方

･､==ll･=･一会　　場　町総合運動場　管理棟２階会議室

･i･･｡･･･内　　容　石橋地区消防組合職員による、救急心肺蘇生

　　　　　　法の講習

　　　　　　用意するもの…筆記用具

今参加費　無料

ぎ申込方法　町体育協会事務局（町スポーツ振興課）まで、

　　　　　　電話でお申し込みください（佳所・氏名・電

　　　　　　話番号）

・定　　員　20名（定員になり次第締切）

､=･=･=･受付期間　１月６日（金）～15日（日）

j=･=･1=こ･受付時間　8:30～17 : 15

……=:=1:･=申込・問合せ先　壬生町体育協会事務局

　　　　　　（町教育委員会事務局スポーツ振興課）

　　　　　　総合運動場体育館内昔82－2345（月曜休館）
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平成17年度

　　　町内対抗野球大会

　10月30日・11月６日･13日（

町総合運動場・16チーム参加　　　

）

ごｰ一成　績

　優　勝　藤井中央

　準優勝　羽生田

　第３位　上稲葉

　第３位　駅束町

　最優秀選手賞　篠原喜代高（藤井中央）

　優秀選手賞　神水　久人（羽生田）
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　県内最大・最長の歴史を誇る駅伝大会である「第47回栃木県郡市町対

抗駅伝競走大会」が、平成18年１月29日に開催されます。

　前回の第46回大会からは、県庁～栃木市総合運動公園陸上競技場間往

復の新コースに変更し、沿道では今まで以上に多くの駅伝ファンの方々

に声援を送っていただき、盛大に開催することができました。

　新コースでの２回目の開催となります本大会。ぜひ沿道にお越しいた

だき、ふるさとの道を駆け抜ける選手たちに多くの方々の声援をお願

いいたします。

※町体育施設の利用制限

　大会当日は、中継所となる町総合運動場は、大会終了までテニスコー

トのみの貸出となります。

･=:=l……問合せ先　町スポーツ振興諜

　　　　　　(総合運動場体育館内・月曜休館)

　　　　　　昔82－2345
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まちのわだい

モ生町農業施策並びに

平成18年度予算に関する要望書を提出

　壬生町農業委員会（中嶋正会長）は、11月22日に町長座を訪れ、

今後の農業施策並びに平成18年度予算に関する要望書を町長に手渡

しました。

　農業委員会では、農業者が夢と希望を持って意欲的・積極的に農

業生産と地域の活性化に取り組めるよう、「ふれあいとうるおいに

満ちた農村づくりをめざした支援」など、10項目について要望しま

した。

　また、町並びに町教育委員会に対し、さらなる米飯給食の回数増

加と、地域で生産された野菜等の食材の利用増加を内容とした、学

校給食における地産地消の推進を併せて要請しました。

　　　…………:………7¬一･??？1や･叫￥４４４μ4一一l･ll:･S?一一で･゛･;Qg･i･.湊･.･t.=荷::.筏;lj
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交流会を

……=､=に第２回栃木県消費

　壬生町中核農家懇談会（三上光一会長）と壬生町消費老

友の会（栗原芳子会長）との交流会が、11月Ｈ出役場会

議室において開催され、農村生活研究グループの女性農業

者を含む40名が参加しました。

　この交流会は、生産者と消費者が意見交換することで、

相互理解を深め、地域農産物の地産地消と豊かな食づくり

の推進を図ることを目的に昨年に引き続き開催されました。

　交流会では、「安心・安全な地元の生産物を購入したい

と思うが、直売所に行かなければ購入できない現状にある。

者団体連絡協議会｡｡，

移動研修会醐|催’

　11月４［］、生涯学習館において、「第２回栃木県市町村消費者団体

連絡協議会移動研修会」が行われました。

　栃木県市町村消費者団体連絡協議会は、県内市町村の消費者友の会

等で構成され、現在15の団体が加入しています。

　移動研修会は県内各地区を巡回し行う研修会で、２回目となる今回

は壬生町での開催となり、15の団体から約180名の参加がありました。

　午前中は弁護士の原田いづみ氏を講師に迎え、裁判長法に関する講

演が行われ、裁判具法のしくみや、裁判具に選ばれた際の手続などの話があり、みなさん真剣に聞き入っていました。

　午後は、［とちぎファームフェスタ2005］の会場へ移動し、視察を行いました。

他町ではスーパーの店頭に地元産コーナーがあり手軽に購入することができるようになっている所もある。当町でも、

地元産の物をスーパーの店頭で購入できるようにして欲しい｡」等、消費者から意見がありました。それに対し、生産

者からは「地元に出荷したいと思うが、現在は地元に出荷出来ない仕組みになっている。これから変えて行きたい｡」

等、活発に意見交換が行なわれました。

　また、交流会に先立ち、（財）栃木県農業振興公社農政特別指導員の渡辺ヨイ子氏による「県内における地産地消

の現況」と題して、県内の各種取り組み事例の紹介を交え、講話を頂きました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20



まちのわだい地域の話題などをお寄せください　広報広聴係昔81-1812

:･j･………荒･･JI I ソヨさんに特別敬老金･i:゛゛'1･i:'……

　11月22日、満100歳を迎えられた荒川ソヨさんに特別敬

老金を贈り、長寿を祝いました。

　目もよく見え、耳もしっかり聞こえ、とってもしっかり

としていらっしやいました。

　長寿の秘訣をうかがったところ、「好き嫌いなく何でも

食べること」「よく働くこと」とお話しいただきました。

※この制度は、平成４年４月から実施しており、10年以上

　本町に暮らし、100歳を迎えた方の長寿を祝い、特別敬

　老金を贈っているものです。

,i1提応岑ん諏訪東舞il&麟－　一
………'堅国障害者スポーツ大会で活躍'

　11月５日から７［］まで岡山県で開催された第５回全国障害者スポー

ツ大会に、石村博之さん（32歳）と諏訪美香さん（25歳）が県代表

として出場しました。

　お二人は、普段の練習の成果を十分発揮され好成績を残されると

共に全国から集まった選手のみなさんとも交流を深めてきました。

・競技の結果

●石村博之さん

　ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ（アキュラシー･ディスリート・7）第5位

　ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ（ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ･ﾒﾝｽﾞ･ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）第2位

仰諏訪美香さん

　ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ（アキュラシー･ディスリート・5）第6位

　ﾌﾗｲﾝｸﾞﾃﾞｨｽｸ（ﾃﾞｨｽﾀﾝｽ･ﾚﾃﾞｨｰｽ･ｽﾀﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ）第6位

｡石村恵芳さん(壬生東小5,郊)｡=｡=　，｡｡金｡子｡七｡瀬さん(壬生東小……,･ﾕ,｡,5｡｡｡,｡年｡),。

'｢防犯ポスター｣金賞受賞……'2 111｀'[鯉しなt･宣言ﾎﾟｽﾀｰ]ﾝｸｰ」ﾚ｣最観賞受賞･･'｡･

　栃木県警察本部が募集しました、「平成17年地域安全運

動防犯ポスター」において、壬生束小５年の石村恵芳さん

の作品が、小学生（５～６年生）の部で金賞に輝きました。

　これは、各種犯罪の予防、安全・安心のまちづくりの推

進、防犯意識の普及高揚を図ることを目的に次代を担う

小・中・高校生を対象に毎年実施されているものです。　，

21

　この程、県医師会が募集しました「喫煙しない宣言ポ

スターコンクール」において、壬生東小学校５年の金子

七瀬さんの作品が、最優秀賞に選ばれました。

　このコンクールは、「喫煙防止教育の徹底と禁煙社会の

実現に向けた意識の高揚」を目的に県内全小学校の５、

６年生を対象に実施されました。

………万万^喫耀じま七な1
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!|宗家18代当主

||恒孝氏による特別講演会を開催

　先程開催された、壬生町合併50周年記念、資料館企画展「大名鳥居

家展」開催に関連した特別講演会が、10月30［］、壬生中央公民館中ホー

ルで開催されました。講演会は２部に分かれて行われ、一部では徳川

宗家18代当主の徳汗回章氏が「江戸250年の太平を支えた仕組みと心」

と題して講演をしました。二部では同氏と漢字文化振興会事務局長の

白石宗靖氏の「徳川家と鳥居家」と題して歴史対談が行われました。

　会場を埋め尽くした町内外から来場した約500名のみなさんは、鳥居家、徳川家に関わる興味深い話しに聴き入って

いました。

　11月20目、南犬飼地区公民館において、安塚中央自治会の「防犯パト

ロール隊」の結成式が、横尾南犬飼地区防犯組合長、荒川壬生町防犯組

合連絡協議会長のほか、地区内の自治会長が出席して行なわれました。

　これは、南犬飼地区防犯組合のモデル地区として指定を受け、自治会

の役員・班長を中心に41名で結成され、自転車の前かごに「防犯パトロー

ル中」の黄色のワッベンを付けて、買い物などの時に地区内を歩き、犯

罪の防止に寄与しようとするものです。

　式では、おもちゃのまち交番の藤田所長の講話や第一行政班長の小椋理香子さんの宣言などがあり、盛会裡に終了

しました。
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　10月24日、壬生町社会福祉協議会主催の『「社会福祉講座」～車

いすについて学ぶ～』が、平成17年度人権教育研究学校及び研究

推進地域指定校の安塚小学校において、５年生（62名）を対象に

開催されました。

　この講座は、福祉に対する考え方（心のバリアフリー）を根付

かせるきっかけづくりをしようと、毎年実施しているものです。

　当日は、講師に栃木県車椅子バスケットボール連盟バスケットクラブのメンバー５名を迎え、車いすの生活につい

てのお話を聞いた後、実際に車いすバスケットを体験しました。子どもたちは、すぐに車いすに慣れ、車いすバスケッ

トを楽しんでいました。

｡｡｡,=｡,=,=｡県=道の拡幅，福祉施設の整備等を要望む｡,｡｡，

　10月13日、栃木県県南県民センター主催の地域県政懇談会が、壬生中央公

民館中会議室において開催されました。これは県政に開する地域の個々の問

題を始め、県政に対する率直な意見や要望等を聴き、これを県政に反映させ

るため、県が毎年実施しているものです。

　懇談会には町内の各種団体から14名が出席し、県道の拡幅や高齢者のため

の福祉・介護施設の整備等を要望するなど、活発な意見交換がなされました。
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-

　
1
0
月
2
9
目
、
壬
生
町
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
い

て
、
「
第
2
3
回
壬
生
町
総
合
産
業
ま
つ
り
」
が
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
内
に
は
多
く
の
出
店
・
展
示
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

ち
び
っ
こ
お
囃
子
、
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー
、
よ
さ
こ
い
踊

り
、
バ
ン
ド
演
奏
や
、
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
の
運
行
、
白
バ
イ
・

パ
ト
カ
ー
展
示
、
玉
子
の
つ
か
み
ど
り
、
苗
木
の
配
布

な
ど
、
多
く
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
、
○
×
ク
イ
ズ
、
イ
ワ
ナ

の
つ
か
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
多
く
の
子
ど
も
た
ち

の
歓
声
が
溢
れ
、
壬
生
町
共
通
商
品
券
の
販
売
所
に
は
、

商
品
券
を
買
い
求
め
る
人
々
で
長
蛇
の
列
が
で
き
、
大

変
な
人
気
で
し
た
。

哨
ワ
ン
ワ
ン
シ
ョ
ー

そ一弥‰

巴IL11.
認回忌，け　、、。a，　之　　　111　　　/

｡｡｡｡,ｪ,本場山形風芋煮が大好脈，Jyウスに漂う甘～い香り　　二jづ強，

………゜’“第６回福和田芋煮会一白＝………゛i………　　毎の出荷最盛期を迎える

　
品
質
、
収
量
共
に
Ｊ
Ａ
下
野
管
内
一

と
言
わ
れ
る
壬
生
町
の
薙
。

　
3
7
ａ
の
苗
「
と
ち
お
と
め
」
を
生
産

し
て
い
る
下
稲
葉
の
高
久
勝
義
さ
ん
方

で
は
、
1
2
月
に
入
っ
て
苗
の
最
盛
期
を

迎
え
、
出
荷
作
業
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
。

薙
の
出
荷
作
業
は
、
奥
さ
ん
の
弘
美
さ

ん
と
両
親
の
４
人
の
家
族
全
員
で
の
作

業
。
午
前
中
に
摘
ん
だ
薙
を
午
後
パ
ッ

ク
詰
め
し
、
一
晩
保
冷
庫
で
寝
か
せ
て

翌
日
出
荷
さ
れ
ま
す
。
主
に
首
都
圏
に

出
荷
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
今
年
の
苗
は
、
大
粒
で
甘
み
も
例
年

に
比
べ
高
く
、
出
来
は
上
々
と
の
こ
と
。

長
女
の
紗
也
加
ち
ゃ
ん
（
３
歳
）
は
、

お
父
さ
ん
が
作
っ
た
苗
が
大
好
き
。
毎

日
美
味
し
い
美
味
し
い
と
た
く
さ
ん
食

べ
て
い
る
そ
う
で
す
。
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睡

　
Ｈ
月
2
0
目
、
福
和
田
地
内
に
お
い
て
、

福
和
田
花
壇
管
理
組
合
（
大
橋
良
平
会

長
）
主
催
の
「
第
６
回
福
和
田
芋
煮
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
鍋
に
作
ら
れ
た
山
形
風
の
芋
煮
が

販
売
さ
れ
た
ほ
か
、
飲
食
物
・
野
菜
等

の
模
擬
店
、
育
成
会
に
よ
る
ゲ
ー
ム
、

苗
木
や
野
菜
等
の
無
料
配
布
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、
会
場
は
周

辺
自
治
会
を
中
心
と
し
た
多
く
の
家
族

連
れ
が
集
ま
り
、
で
き
た
て
の
芋
煮
に

舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
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　次回は２月生まれのアイドルを募集します。

（締切１月20日）。写真はお返しします。

　応募者多数の場合は抽選になることもあり

ますのでご了承＜ださい。

　写真裏に住所、氏名、保護者名、生年月日、

電話番号を書いて、役場企画財政課（直接或

は郵便で〒321－0292壬生町通町12－22）ま

たは、稲葉・南犬飼各出張所、生涯学習館へ。
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1 肺

ふ
ん

墳

　
茶
臼
山
古
墳
は
、
壬
生
町
の
北
に
位

置
す
る
鹿
沼
市
よ
り
延
び
る
標
高
約

１
０
０
ｍ
の
丘
陵
上
に
造
ら
れ
た
大
前

方
後
円
墳
で
す
（
総
全
長
約
１
４
０
ｍ
）
。

東
側
の
丘
陵
上
に
あ
る
「
富
士
山
占
墳
」

と
と
も
に
、
南
側
に
広
が
る
水
田
面
を

見
下
ろ
す
よ
う
に
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
茶
臼
山
古
墳
は
、
明
治
年
間
に

当
時
の
日
本
考
古
学
会
を
代
表
す
る
一

人
で
あ
っ
た
ハ
氷
袋
三
郎
氏
に
よ
り
発

掘
調
査
が
行
わ
れ
、
そ
の
成
果
が
報
告

書
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
広
く
一

般
に
も
知
ら
れ
る
古
墳
と
な
り
ま
し
た
。

図
１
は
、
報
告
書
に
掲
載
さ
れ
た
円
筒

埴
輪
列
が
出
土
し
た
状
態
の
ス
ケ
ッ
チ

で
す
。
出
土
し
た
円
筒
埴
輪
は
高
さ
は

ｌ
ｍ
を
超
え
る
と
思
わ
れ
る
畿
内
の
天

皇
陵
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
で
す
。

　
現
在
の
茶
臼
山
古
墳
を
訪
れ
る
と
、

中
央
の
墳
丘
部
を
護
る
か
の
よ
う
に
築

か
れ
た
土
塁
と
深
く
掘
ら
れ
た
空
堀
に

圧
倒
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
古
墳
が
築

か
れ
た
当
初
の
姿
は
、
古
墳
全
体
は
川

原
石
で
覆
わ
れ
、
墳
丘
上
に
は
さ
ま
ざ

ま
な
形
を
し
た
巨
大
な
埴
輪
に
よ
り
飾

ら
れ
た
、
ま
さ
に
権
力
者
の
力
を
誇
示

す
る
か
の
よ
う
な
お
墓
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
茶
臼
山
古
墳
と
富
士
山
古
墳

は
羽
生
田
地
区
に
築
か
れ
た
最
初
の
大

型
古
墳
（
６
世
紀
後
半
）
と
考
え
ら
れ

ま
す
が
、
な
ぜ
突
如
と
し
て
巨
大
な
埴

輪
を
も
つ
古
墳
が
出
現
し
、
消
え
た
の

か
は
大
き
な
謎
で
あ
り
、
今
後
解
明
し

な
く
て
は
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ
り
ま
す
。

図１（東京大学人類学会雑誌より）人物埴輪（東京大学蔵）

　
次
回
は
、
羽
生
田
地
区
最
後
の
前
方

後
円
墳
で
あ
る
「
長
塚
古
墳
」
に
つ
い

て
、
紹
介
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
／
資
料
館
昔
8
2
－
８

．５
.
4
.
4

※
文
化
財
巡
り
を
す
る
と
き
は
、
マ
ナ
ー

　
を
守
っ
て
見
学
し
ま
し
ょ
う
！
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お
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ち
ゃ
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ま
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ゃ
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1
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2
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生
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蒼
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ち
ゃ
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1
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生
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機
動
ｉ
緬
＆
騰
朧
警
咀
§

車
塚
自
治
会

　
車
塚
自
治
会
で
は
、
1
0
月
3
0
日
、
健
康

管
理
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
歩
け
歩
け
運
動
）
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
歩
け
歩
け
運
動
は
、
３
年
前
か
ら
健
康

管
理
と
自
治
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
自
治
会
の
年
間
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
自
治
会
員
6
4
名

が
参
加
し
、
と
ち
ぎ
わ
ん
ぱ
く
公
園
ま
で

の
往
復
７
㎞
を
、
和
気
蕩
々
と
会
話
を
し

な
が
ら
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ま
た
、
公
園
に
お
い
て
弁
当
を
食
べ

た
り
お
茶
を
飲
ん
だ
り
し
て
、
秋
の
１
日

を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。
蔑
葉
勲
自
治

会
長
は
「
大
変
好
評
だ
っ
た
の
で
今
後
も

続
け
て
い
き
た
い
。
」
と
の
こ
と
で
す
。



-

-

こ@○・
◆社会福祉協議会へ

壬生町たばこ販売組合様③

壬生町商工会女性部様⑩

○数字は寄付回数）

９千300円　｜

３千653円

下野農業協同組合壬生地区営農経済センター様⑤

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１万７千400円

墨絵クラブ様⑩

寺内澄夫様①

守屋教育映画様①

両毛ヤクルト販売株式会社様①

東彩ガス様⑩

　　１万円

　　120円

　　２万円

７万８千円

　９千889円

◆町へ寄付

　11月15日、壬生町商工会青年部（荒川清部長）の役員の

みなさんが役場を訪問し、10月29日に開催されました「総

合産業まつり」の益金65､364円を町に寄付されました。

　　●　●　　国町
鎖　牡

浪牡

１　険４
月一税期
対

日－

１
月
の
納
税
等

　
1
1
月
１
日
、
藤
井
小
学
校
の
全
児
童
4
9
名
が
珍
し
い
古
代
米
の
収
穫
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。

　
開
校
で
は
、
1
7
年
前
か
ら
地
元
の
篠
原
正
利
さ
ん
の
水
田
を
借
り
て
白
米
を
作
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
収
穫
し
た
古
代
米
は
、
篠
原
さ
ん
が
仕
立
て
て
く
れ
た
古
代
米

の
苗
を
、
６
月
上
旬
に
子
ど
も
た
ち
が
田
植
え
を
し
た
も
の
で
す
。

　
田
ん
ぼ
に
着
い
た
子
ど
も
た
ち
は
、
篠
原
さ
ん
か
ら
上
手
な
稲
刈
り
の
仕
方
を
敦

わ
っ
た
後
、
職
場
体
験
学
習
で
参
加
し
た
壬
生
高
校
生
６
名
と
父
兄
の
協
力
を
得

て
、
も
み
殼
が
黒
に
近
い
紫
色
に
実
っ
た
稲
を
、
一
抹
ず
つ
鎌
で
刈
り
抹
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
収
穫
し
た
古
代
米
は
、
後
日
、
全
校
で
試
食
を
す
る
そ
う
で
す
。
初
め
て
の
古
代

米
、
ど
ん
な
昧
が
す
る
の
か
な
！
・

羽生田小　３年

　　野渫智也

　心゛回

り

4４回

　レ才圧づ

ｙ………

　回……氾………;ゞj・E・SE、:、IL。･万゛゜ド

９

　　　　　　　　　絵画「はじめてのしゆう字」

凪100古紙配合率loo%再生紙を使用しています　26
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